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平成 25 年 10 月 教育委員会定例会会議録 

 

 

１ 開会の日時  

平成 25 年 10 月 23 日（水） 午前９時 30 分  

 

 

２ 出席委員 

三 浦 溥太郎  委員長 

齋 藤 道 子  委員長職務代理者 

森 武  洋   委 員 

三 塚  勉   委 員 

永 妻 和 子  委 員（教育長） 

 

 

３ 出席説明員  

教育総務部長 渡 辺 大 雄 

教育総務部総務課長 大 川 佳 久 

教育総務部教育政策担当課長 菱 沼  孝 

教育総務部生涯学習課長 原 田 修 二 

教育総務部教職員課長 栗 原  裕 

教育総務部学校管理課長 菅 野  智 

学校教育部長 小田部 英 仁 

学校教育部教育指導課長 渡 辺  文 

学校教育部支援教育課長 三 浦 昭 夫 

学校教育部学校保健課長 藤 井 孝 生 

学校教育部スポーツ課長 伊 藤  学 

中央図書館長 小 貫 朗 子 

博物館運営課長 稲 森  但 

美術館運営課長 佐々木 暢 行 

教育研究所長 市 川 敦 義 

 

 

４ 傍聴人  ０名 
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５ 議題及び議事の大要  

○  委員長  開会を宣言 

○ 委員長 本日の会議録署名人に森武委員を指名した。 

 

○ 日程第３ 議案第 54 号を追加審議することを提案、「総員挙手」をもって 

  追加審議することを決定。 

 

○ 日程第３ 議案第 54 号は人事案件のため、秘密会とすることを提案、「総 

  員挙手」をもって秘密会とすることを決定。 

 

○ 教育長報告 

  前回の定例会から本日までの報告事項 

 

（永妻教育長） 

 それでは平成 25 年９月 21 日から本日までの主な所管事項についてご報告い

たします。 

 はじめに、10 月５日（土）に横須賀総合高校で行われた『かながわ元気な学

校づくり地域生徒代表総会』についてです。 

 いじめや暴力行為等がなく、皆が生き生きと学ぶ元気な学校づくりに向けた

子どもたちの主体的な取組の充実を図ること、保護者や地域の住民、青少年育

成団体、民間企業等の参画により、元気な学校づくりの取組に対する理解と協

力を促すことを目的に、神奈川県主催で約 300 人が参加し開催されました。中

学生代表、高校生代表、キャリア教育においてマイ・タウン・ティーチャーと

してご協力いただいている方、それぞれの主張に対して、会場との意見交流を

行いました。 

 参加者が各主張に対して、それぞれの立場で物事を捉え、自分達自身を見つ

めたり、現状を良くして行くための行動を考えたりしながら積極的に意見を述

べていたことに感銘を受けました。 

 続きまして、10 月 17 日（木）に行われた諏訪幼稚園・小学校・常葉中学校新

グランド完成式についてです。平成 22 年 10 月工事着工、平成 24 年６月校舎完

成、そして９月のグランドの整備完了で一連の建設工事が全て完了いたしまし

た。新グランドの完成を祝い、幼稚園・小学校・中学校の児童生徒が一堂に会

し、感謝の言葉や、園歌・校歌のメドレーなどを披露していただきました。そ

の後エキシビジョンとして、横浜Ｆマリノスのコーチの方々と諏訪小学校６年

生代表、同コーチの方々と常葉中学校サッカー部との紅白戦が行われました。

広く新しいグランドで活気あふれる児童・生徒の姿を見ることが出来ました。 
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 最後に、10 月 21 日（月）に学校・教育委員会合同防災訓練を行いましたこと

をご報告します。東日本大震災クラスの地震が発生したことを想定し、実際に

各校が避難場所へ避難し、教育委員会へ電話で報告を行うという訓練を行いま

した。当日は、振替で休校の学校を除く、市立学校 72 校が参加しました。今回

の訓練の目的は非常時の学校と教育委員会との連絡手段の確認でしたが、訓練

で明らかになった課題を精査し、児童生徒の安全確保のため、防災体制をより

充実させていきたいと考えています。 

 私からの報告は以上でございます。 

 

（質問なし） 

 

日程第１ 議案第 52 号 『平成 26 年度横須賀市立横須賀総合高等学校に入

学する生徒の募集人員について』 

 

委員長 議題とすることを宣言 

 

（教育指導課長） 

 議案第 52 号「平成 26 年度横須賀市立横須賀総合高等学校に入学する生徒の

募集人員について」ご説明します。 

 本議案は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 23 条第 4号及び

「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」第 4条に基

づき、横須賀市立横須賀総合高等学校に入学する生徒の募集人員について定め

るものであります。 

 平成 26 年度の募集人員は、全日制、定時制の課程それぞれにおいて、お手元

にございます議案３ページに記載の通りでございます。 

 なお、募集人員については、県立高等学校を設置する神奈川県、市立高等学

校を設置する横浜市、川崎市も、それぞれの教育委員会に対し、「平成 26 年度

県立及び市立高等学校に入学する生徒の募集人員について」を付議することに

なっております。 

 従いまして、公式発表は神奈川県、横浜市、川崎市と本市の教育委員会終了

後に予定されている、「平成 26 年度公立高等学校入学定員について」の記者発

表において行われます。本年度の記者発表の日程は、10 月 25 日（金）午後 3時

からとなっておりますことを、ご承知おきくださいますようお願いします。 

 以上で、説明を終ります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

（三塚委員） 
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 横須賀三浦地区の中学３年生の生徒数の増減と、公立高校での学級の増減の

見通しが分かっていれば教えてください。 

 

（教育指導課長） 

 現在の中学３年生は、昨年度より 41 名少なくなる予定です。昨年度は３クラ

ス、３つの高等学校で１クラスずつ増やしました。クラス数の増減については、

現段階でははっきりしていません。横浜南地区の人数がかなり増え、271 名ほど

増えるということもございますし、県内の全体的な状況を見ながらクラスをど

うしていくか検討されるものと考えております。 

 

（三塚委員） 

 公立私立を含めて、進学希望者は全員入学できる見込みなのでしょうか。 

 

（教育指導課長） 

 希望通りになるかどうかは難しいかと思いますが、高等学校を希望する生徒

たちが自分達の見つける次のステップに入っていけるような状況を作っていか

なければならないと話は出ました。 

 

 採決の結果、議案第 52 号は、「総員挙手」をもって、原案どおり可決・確定

する。 

 

日程第２ 議案第 53 号 『教育長の臨時代理による事務の承認について（教育

職員手当等支給規則中改正）』 

 

委員長 議題とすることを宣言 

 

（教職員課長） 

 それでは議案第 53 号 教育長の臨時代理による事務の承認について（教育職

員手当等支給規則中改正）をご説明いたします。 

 前回の９月教育委員会定例会において、報告事項（６）、「教育職員手当等支

給規則改正に伴う教育長の臨時代理による事務について」としてご報告させて

いただきました件についてのものでございます。 

 ９月の教育委員会定例会、議案第 51 号で提出させていただきました「横須賀

市職員の給与の特例に関する条例制定議案の提出について」をご承認いただき

ました後に、市議会定例会に議案として提出し、この議案が可決された場合、「教

育職員手当等支給規則」を平成 25 年 10 月１日から施行するためには、10 月の
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教育委員会定例会では間に合わないので、「教育長の臨時代理による事務の承

認」により、規則改正を行なわせていただくことを、９月の教育委員会定例会

でご報告させていただきました。 

 そして、その報告のとおり、議案が可決されましたので「教育長の臨時代理

による事務の承認」を行わせていただいたことを改めて議案としてご承認いた

だくものであります。 

 それでは、具体的に規則改正の内容についてご説明いたします。 

 １ページをご覧ください。今回の改正では「教育職員手当等支給規則」の附

則３項を削り、新３項と新４項を加えております。新３項では、平成 19 年４月

１日から平成 24 年３月 31 日の間に教頭になった者に対しての加算額のカット

に関する記述を盛り込み、条文整備を行いました。 

 ２ページをご覧ください。新４項では平成 24 年４月１日に教育職の給料表を

４級制から５級制にした際に、教頭職の級が３級から４級に変更になりました。

その４級教頭に関する加算額の支給についての記述を盛り込み、条文整備を行

いました。附則７項の追加についてですが、「横須賀市職員の給与の特例に関す

る条例」の制定に伴い、教職調整額の支給を受けない教育職員の加算額を管理

職の減額率と同様に、5.5％カットすることを定めるものであります。 

 最後に５ページをご覧ください。新４項の追加に伴い、附則の旧４項、旧５

項は、それぞれ５項、６項に番号が変更されております。 

 なお、施行日は平成 25 年 10 月１日とします。 

 以上で議案第 53 号の説明を終えさせていただきます。ご審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

（質問なし） 

 

 採決の結果、議案第 53 号は、「総員挙手」をもって、原案どおり可決・確定

する。 

 

 委員長 報告事項の聴取を宣言 

 

 報告事項（１）『文化財保護周知啓発事業について』 

 

（生涯学習課長） 

 「平成 25 年度文化財保護周知啓発事業について」ご報告いたします。 

 １の｢第 42 回神奈川県文化財保護ポスター｣については、毎年、11 月１日 

から７日までの「文化財保護強調週間」に掲示するポスターを神奈川県内の中
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学生を対象に、夏休み期間中に募集したもので、｢私たちの文化財｣と「世界遺

産を目指す鎌倉」の２部門で 88 校 693 点の応募がありました。横須賀市では、

６校 16 点の応募がありましたが、審査の結果、それぞれ２点ずつ、合計４点に

ついて県に応募しました。 

 今年は、｢世界遺産を目指す鎌倉｣部門で大津中学校の川真田純礼さんの作品

「鶴岡八幡宮」と、同じく大津中学校の村井渚南さんの作品「浄光明寺 阿弥

陀如来像」が優秀賞に選ばれました。他にも「私たちの文化財」部門で１点、

入賞いたしました。 

なお市内応募作品 16 点につきましては、１月 20 日から 24 日まで本庁舎１階展

示コーナーにおいて展示いたします。 

 ２の「史跡見学会」は、「れんが物語～煉瓦の色は日本の夜明け色～」をテー 

マに講義と、富岡製糸場、旧本庄商業銀行倉庫の見学を行います。 

 ３の「文化財速報展」は、昨年度、市指定をした「龍図天井」「伝 毘沙門天

立像」及び「第三海堡構造物」と、昨年度調査した「野比のトーチカ」「米軍基

地内下水道」の概要を写真と解説パネルで展示します。 

 ４の｢横須賀の民俗芸能大会｣は、お手元のチラシのとおり、11 月 17 日文化会

館大ホールにおいて、実施します。今回は、横須賀市民俗芸能保存協会構成 10

団体に招待団体として、三浦市の菊名あめや踊り保存会が出演いたします。 

 ５の「東京湾第三海堡構造物 横須賀市指定重要文化財指定記念講演会」は、 

６月 29 日に、指定を記念して、ＮＰＯ法人アクションおっぱまと共催で開催 

いたしました。 

 なお資料にはございませんが、市指定重要文化財「満昌寺襖絵」を使った黄 

桜酒造のＴＶコマーシャルが放映中です。満昌寺襖絵は、11 月３日満昌寺で 

一般公開されます。 

 以上で、「平成 25 年度文化財保護周知啓発事業について」の説明とさせてい

だきます。 

 

（質問なし） 

 

 報告事項（２）『市民体育大会記念式典の開催結果について』 

 報告事項（３）『スポーツフェスタ 2013 の開催結果について』 

 報告事項（４）『横須賀市中学校駅伝競走大会の開催結果について』 

 

（スポーツ課長） 

 スポーツ課から３件報告させていただきます。資料をご覧ください。 

 初めに 10 月 12 日（土）に横須賀総合高等学校ＳＥＡホールで開催いたしま
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した市民体育大会記念式典の開催結果についてご報告させていただきます。 

 この式典は、市民体育大会の総合開会式と本年度の横須賀市体育功労者の表

彰式を兼ねて開催しているものでございます。当日ご参加をいただいた方の人

数は、資料に記載のとおり約 250 人でございます。市民体育大会は、広く市民

の皆さまにスポーツを普及・振興し、健康増進を図り、明るく活力ある生活づ

くりに寄与することを目的に開催しており、今年は 35 種目にわたり約３万人の

方が参加してくださる予定であり、今回で 86 回目となります。横須賀市体育功

労者表彰については、永年にわたり本市体育の普及振興のため各種スポーツの

奨励及び普及に貢献し、並びに地域体育振興活動に顕著な功績を挙げられた体

育功労者９人が市長と教育長から表彰を受けられました。市民体育大会記念式

典の開催結果については、以上でございます。 

 

 次に、10 月 14 日（月・体育の日）に不入斗公園ほか市内各会場で開催いたし

ましたスポーツフェスタ 2013 について報告させていただきます。 

 この行事は、多くの市民の皆さまに手軽なスポーツを通して体を動かすこと

の喜びやみんなで汗をかく心地よさを味わっていただき、活力・健康増進につ

なげていただく他、家族のふれあいの場、スポーツ活動としてのコミュニティ

ーの機会を創設することを目的に開催し、今年で９回目となります。 

 トランポリンやアーチェリー、ビームライフル、ボクシングなど普段あまり

経験できないスポーツの体験コーナーやホームタウンチームである横浜Ｆ・マ

リノスのコーチによるサッカー教室、また、新体力テスト、大型ヨット体験ク

ルーズ、施設の無料開放などを企画しましたところ、親子連れを中心に、約 5,100

人の方にご来場いただきました。 

 開催にあたりましては、主管団体としてご協力いただきました横須賀市スポ

ーツ指導者協議会、横須賀市スポーツ推進委員協議会、横須賀市レクリエーシ

ョン協会、横須賀市体育協会始め指定管理者など多くの皆さまのご協力をいた

だきましたことを併せてご報告させていただきます。誠にありがとうございま

した。スポーツフェスタ 2013 の開催結果については、以上でございます。 

 

 次に、横須賀市中学校駅伝競走大会の報告をさせていただきます。 

 横須賀市中学校駅伝競走大会は、横須賀市中学校総合体育大会の締めくくり

の大会として開催しており、今回で男子は 64 回目、女子は 30 回目となります。 

また、県立観音崎公園内コースから国道 16 号線馬堀海岸区間コースに移してか

ら、今年で６年目になります。 

 大会は予定どおり 10 月 19 日（土）に、市内の全公立中学校 23 校に横須賀学

院中学校を加えまして、男女各 24 校の参加で行いました。大変な強風に見舞わ
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れる悪条件にもかかわらず、407 名の選手を始め約 5,500 名の来会者が沿道を埋

め尽くし、浦賀警察署や地元町内会等のご協力をいただきながら大会を開催す

ることができました。 

 結果につきましては、６位までに入賞した学校を記載しておりますが、ご覧

のとおりでございます。 

 なお、男女各上位３校については、11 月９日（土）に横浜八景島海の公園周

回コースで開催されます神奈川県中学校駅伝競走大会に出場いたします。 

更に県大会での優勝チームは全国大会へ、上位４校は関東大会への出場権を得

ることになります。中学校駅伝競走大会の結果については以上です。 

 スポーツ課からの報告は以上でございます。 

 

（質問なし） 

 

（理事者報告なし） 

 

（委員質問なし） 

 

 委員長 日程第３は議案第54号は、人事案件のため秘密会とすることを宣言。 

     関係理事者以外の退席を求めた。 

 

６ 閉会及び散会の時刻 

  平成 25 年 10 月 23 日（水） 午後０時５分 

 

 

     横須賀市教育委員会 

委員長 三浦 溥太郎 

 


